
在日米軍との調整会議
（北徳島分屯地）

早朝より訓練準備を行う第１４飛行隊
（北徳島分屯地）

旅団長統率方針「任務必成」
旅団長要望事項「プロであれ」
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し こ く
１

旅団災害対処演習 （１面）

旅団小火器射撃競技会 （２面）

旅団定期演奏会 （３面）

主な記事

エアクッション艇（ＬＣＡＣ）に乗船する
第５０普通科連隊（高知県興津海岸）

ＬＣＡＣから上陸する第５０普通科連隊
（高知県興津海岸）

作戦指揮を執る遠藤旅団長（写真中央）
（高知駐屯地）

旅団災害対処演習

派遣準備を行う第１４施設隊
（徳島駐屯地）

派遣準備を行う中部方面特科隊
（松山駐屯地）

派遣準備を行う第１５即応機動連隊
（善通寺駐屯地）

救出救助訓練を行う第１４飛行隊
（高知県高須浄化センター）

海岸に揚陸するエアクッション艇（ＬＣＡＣ）
（高知県興津海岸）

日米共同での救出救助訓練（高知県へ向け離陸）
（北徳島分屯地）

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
充
陸
将
補
）
は
、

令
和
３
年
２
月
10
日
か

ら
13
日
ま
で
の
間
、
第

14
旅
団
の
災
害
対
処
能

力
の
向
上
等
を
目
的
に

令
和
２
年
度
旅
団
災
害

対
処
演
習
を
行
っ
た
。

本
演
習
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
発
生
を
想
定

し
た
訓
練
で
、
旅
団
指

揮
所
を
善
通
寺
駐
屯
地

か
ら
高
知
駐
屯
地
へ
移

設
す
る
指
揮
所
開
設
訓

練
及
び
各
駐
屯
地
で
の

派
遣
準
備
訓
練
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
日
米
共
同
統
合
防

災
訓
練
の
場
な
ど
を
活

用
し
て
、
在
日
米
軍
と

の
共
同
対
処
（
救
援
物

資
の
輸
送
、
救
出
救
助

訓
練
）
を
実
動
で
実
施

す
る
と
と
も
に
、
指
揮

所
訓
練
、
艦
船
（
輸
送

艦
「
し
も
き
た
」
）
を

拠
点
と
し
た
救
出
救
助

活
動
及
び
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等

と
の
連
携
要
領
を
確
認

し
た
。

旅
団
は
、
本
訓
練
を

通
じ
て
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
発
生
時
に
お
け
る

在
日
米
軍
、
海
空
自
衛

隊
、
関
係
地
方
公
共
団

体
等
と
の
連
携
に
よ
る

震
災
対
処
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
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第
14
旅
団
は
、
２
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
高
知
駐
屯
地
及
び
高

知
覆
道
射
場
に
お
い
て
旅
団
の
小
火
器
射
撃
能
力
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、

令
和
２
年
度
旅
団
小
火
器
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。
本
競
技
会
は
、
抽

選
等
で
選
ば
れ
た
各
部
隊
の
隊
員
が
Ａ
・
Ｂ
の
２
コ
グ
ル
ー
プ
及
び
新
隊

員
の
区
分
で
、
分
隊
戦
闘
射
撃
、
応
用
射
撃
、
89
式
５
・
56
㎜
小
銃
基
本

射
撃
上
級
及
び
５
・
56
㎜
機
関
銃
基
本
射
撃
の
４
種
目
の
区
分
で
日
頃
の

団
分
隊

隊

員

所

感

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６６号 令和３年（2021年）２・３月四 国

【
小
火
器
射
撃
競
技
会
の
結
果
】

■
部
隊
対
抗
の
部

Ａ

連
隊
対
抗
の
部

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊

Ａ

中
隊
対
抗
の
部

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

準
優
勝

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

Ｂ

隊
・
中
隊
対
抗
の
部

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

準
優
勝

第
50
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊

３

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
機
動
戦
闘
車
隊

■
Ａ

分
隊
・
個
人
の
部

分
隊
戦
闘
射
撃
の
部

１

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
第
３
分
隊

２

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
第
１
分
隊

３

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
第
３
分
隊

個
人
対
抗
の
部

応
用
射
撃
22
習
会
幹
部
・
陸
曹
の
部

１

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊

３
等
陸
曹

前
田

佳
彦

２

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

１
等
陸
曹

横
畠

央

３

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

田
中

佑
樹

応
用
射
撃
22
習
会
陸
士
の
部

１

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

陸
士
長

池
口

秀

２

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

陸
士
長

分
部

健

３

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

陸
士
長

筒
井

雄
也

応
用
射
撃
19
・
20
習
会
幹
部
・
陸
曹
の
部

１

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

２
等
陸
曹

重
松

光
憲

２

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

２
等
陸
曹

加
藤

大
夢

３

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

２
等
陸
曹

菅
野

純
一

応
用
射
撃
19
・
20
習
会
陸
士
の
部

１

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

陸
士
長

川
田

竜
也

２

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

陸
士
長

松
井

陸
也

３

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊

陸
士
長

淺
野

佑
介

３

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

陸
士
長

朝
比
奈
元
貴

機
関
銃
基
本
射
撃
の
部

１

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

和
木
本

龍

２

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

村
上

陸

３

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
３
普
通
科
中
隊

陸
士
長

髙
田

祥
平

■
Ｂ

個
人
の
部

個
人
対
抗
の
部

応
用
射
撃
13
・
14
習
会
幹
部
・
陸
曹
の
部

１

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
機
動
戦
闘
車
隊

第
２
機
動
戦
闘
車
中
隊

３
等
陸
曹

川
上

祐
紀

２

位

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

３
等
陸
曹

畠
中

大
輔

３

位

第
14
高
射
特
科
隊

２
等
陸
曹

白
田

翔

応
用
射
撃
13
・
14
習
会
陸
士
の
部

１

位

第
14
後
方
支
援
隊
第
２
整
備
中
隊

陸
士
長

橋
本

珠
伊

２

位

第
50
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊

陸
士
長

岩
本

侑
大

３

位

第
14
施
設
隊

陸
士
長

岩
崎

凌

応
用
射
撃
19
・
20
習
会
幹
部
・
陸
曹
の
部

１

位

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

２
等
陸
曹

城
間

雄
也

２

位

第
14
後
方
支
援
隊
第
１
整
備
中
隊

２
等
陸
尉

久
保

康
一

３

位

第
14
後
方
支
援
隊
第
１
整
備
中
隊

３
等
陸
曹

松
野

康
平

応
用
射
撃
19
・
20
習
会
陸
士
の
部

１

位

第
50
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊

陸
士
長

村
田

耕
輝

２

位

第
14
音
楽
隊

陸
士
長

宮
田

心
平

３

位

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

陸
士
長

大
川

遼
真

基
本
射
撃
上
級
幹
部
・
陸
曹
の
部

１

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

３
等
陸
曹

山
下

雄
也

２

位

第
14
偵
察
隊

３
等
陸
曹

大
里

渉

３

位

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

２
等
陸
曹

内
藤

大

基
本
射
撃
上
級
陸
士
の
部

１

位

第
14
高
射
特
科
隊

陸
士
長

山
城

琳
果

２

位

第
14
施
設
隊

陸
士
長

大
西

和
磨

３

位

第
14
偵
察
隊

陸
士
長

吉
田

弘
樹

■
共
通

個
人
の
部

基
本
射
撃
上
級
新
隊
員
の
部

１

位

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

１
等
陸
士

手
塚

晴
貴

２

位

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

１
等
陸
士

川
崎

雄
揮

３

位

第
14
施
設
隊

１
等
陸
士

坂
東

亮

Gp

GpGpGp Gp

練
成
成
果
を
競
い
合
っ
た
。
ま

た
、
分
隊
戦
闘
射
撃
及
び
応
用

射
撃
は
旅
団
小
火
器
射
撃
競
技

会
初
の
課
目
と
な
り
「
射
撃
日

本
一
」
を
目
指
す
旅
団
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
能
力
向
上
を
図
っ

た
。統

裁
官
の
要
望
事
項
「
標
的

を
的
（
ま
と
）
と
思
う
な
。
敵

と
思
え
」
及
び
「
部
隊
と
し
て

勝
利
を
勝
ち
取
れ
」
を
胸
に
約

１
６
０
０
名
が
２
夜
３
日
に
わ

た
り
射
撃
を
行
っ
た
。
連
隊
対

抗
の
部
は
、
優
勝

Ａ

第
50

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

溝
口

光
章
１
等
陸
佐
）
、
隊
・
中
隊

対
抗
の
部
１
位

Ａ

第
50
普

通
科
連
隊
第
３
中
隊
（
中
隊
長

鷲
津
浩
文
３
等
陸
佐
）
、
Ｂ

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中

隊
（
中
隊
長

富
永
輝
男
１
等

陸
尉
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄

冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

Gp

Gp
Gp

３
分
隊
の
分
隊
長
と
し
て
旅
団
射
撃
競
技
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
分
隊
員
が
各
人
の
任
務
や
動
作
を

理
解
し
、
各
正
面
の
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
し
っ
か
り

や
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
本
番
で
緊
張
せ
ず
い
つ
も
ど

お
り
の
射
撃
能
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
こ
と
が
勝
利

に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
更
に
射
撃
能
力
を
向
上

さ
せ
、
次
は
２
連
覇
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

第
1
位

分
隊
戦
闘
射
撃
３
分
隊
長

３
等
陸
曹

萩

大
和

統裁部企画統制課

分隊戦闘射撃

旅団小火器射撃競技会

３昼夜を徹して勤務する
統裁部隊員

応用射撃

表彰を受ける萩３曹（写真：中央）

分隊戦闘射撃



３

優 勝
第２機動戦闘車中隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６６号 令和３年（2021年）２・３月四 国

旅団定期演奏会

―
華
麗
な
る
吹
奏
楽
の
響
き―
聴
衆
を
魅
了

ピックアップフォト集特 集

第
14
旅
団
は
、
２
月
28
日
、
香
川
県
高
松
市
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル

（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
令
和
２
年
度
第
14
旅
団
定
期
演

奏
会
を
実
施
し
た
。

第
14

音
楽
隊

（
隊
長

富
田
淳

子
１
等
陸
尉
）
は
、

今

年

の

テ

ー

マ

「

明

日

へ

の

希

望
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ジ
ャ
ズ
及
び

ポ
ッ
プ
ス
の
３
幕

で
実
施
し
た
。

ま

た

、

ア

ン

コ
ー
ル
を
受
け
鬼

滅

の

刃

「

紅

蓮

華
」
、
「
名
誉
あ

る
砲
兵
中
隊
（
蛍

の
光
行
進
曲
）
」

を
演
奏
し
、
約
７

０
０
名
の
来
場
者

の
盛
大
な
拍
手
の

う
ち
に
演
奏
会
を

終
了
し
た
。

来場者全員に対し検温を実施

本
演
奏
会
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
な
か
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
考
慮
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
し
つ
つ
開
催
し
た
。

第１５即応機動連隊

持 続 走 競 技 会炊 事 競 技 会

手際よく調理する隊員
優 勝

第３普通科中隊
スタートに全集中する隊員

第
15
即
応
機
動
連
隊

（
連
隊
長

品
川
淳
二

１
等
陸
佐
）
は
、
２
月

24
日
か
ら
25
日
に
大
麻

山
（
香
川
県
善
通
寺

市
）
に
お
い
て
、
持
続

走
競
技
会
を
実
施
し

た
。
本
競
技
会
は
、
各

隊
員
の
体
力
、
特
に
持

久
力
の
維
持
・
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
部
隊

の
団
結
の
強
化
、
士
気

気

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
、
隊
員
は
高
低
差

約
３
４
０
ｍ
、
距
離
約
５
・
２

㎞
の
厳
し
い
登
坂
コ
ー
ス
に
挑

み
、
健
脚
を
競
っ
た
。
参
加
し

た
全
隊
員
が
日
頃
の
練
成
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
。
中
隊
対

抗
の
部
に
お
い
て
第
３
普
通
科

中
隊
が
優
勝
し
た
。

ま
た
、
２
月
26
日
に
炊
事
競

技

会

を

実

施

し

た

。

各

中

（
付
）
隊
は
代
表
者
７
名
で
炊

事
班
を
編
成
。
統
裁
官
（
連
隊

長
）
要
望
事
項
の
「
調
理
技
術

を
駆
使
し
て
、
時
間
内
に
調
理

を
完
成
せ
よ
」
「
安
全
管
理
」

「
衛
生
管
理
に
万
全
を
期
せ
」

に
隊
員
は
気
を
配
り
つ
つ
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
・
唐
揚
げ
・
ス
パ

ゲ
ッ
テ
ィ
サ
ラ
ダ
・
フ
ル
ー
ツ

盛
り
合
わ
せ
を
手
際
よ
く
調
理

し
た
。
調
理
終
了
後
、
食
味
・

盛
付
け
等
の
審
査
の
結
果
、
第

２
機
動
戦
闘
車
中
隊
が
優
勝
し

た
。な

お
、
今
年
度
の
各
競
技
会

を
通
じ
、
競
技
に
参
加
す
る
選

手
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
隊
員
及
び
競
技
会

の
統
裁
を
支
え
る
隊
員
を
含
め

て
連
隊
全
体
が
チ
ー
ム
一
丸
と

な
り
、
団
結
の
強
化
及
び
士
気

の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

実
り
多
い
競
技
会
と
な
っ
た
。

第１４音楽隊長

国 歌 吹 奏



第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

溝
口
光
章
１
等
陸
佐
）

は
、
３
月
２
日
か
ら
６
日
ま

で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場

（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
第
10

次
連
隊
野
営
を
実
施
し
た
。

本
連
隊
野
営
に
お
い
て

は
、
令
和
２
年
度
陸
士
特
技

課
程
「
初
級
部
隊
通
信
」
教

育
の
集
大
成
と
し
て
、
入
隊

２
年
目
ま
で
の
隊
員
28
名
に

対
す
る
総
合
訓
練
を
実
施

し
、
有
線
通
信
手
及
び
無
線

通
信
手
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
能
を
修
得
さ
せ
た
。

有
線
構
成
に
つ
い
て
は
、

昼
夜
間
に
お
い
て
回
線
を
構

成
し
、
構
成
経
路
の
偵
察
、

障
害
復
旧
及
び
夜
間
に
お
け

る
構
成
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。無

線
通
信
構
成
に
つ
い
て

は
、
連
隊
指
揮
所
と
中
隊
指

揮
所
を
つ
な
ぐ
通
信
所
を
開

設
し
て
電
報
文
の
送
受
を
実

施
し
、
無
線
通
話
の
練
度
向

上
を
図
っ
た
。
な
お
、
演
習

場
へ
の
移
動
を
含
め
た
訓
練

期
間
の
終
始
を
通
じ

期
間
の
終
始
を
通
じ
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
洗
い
及
び
消
毒
等

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
、
異
状
な

く
訓
練
を
終
了
し
た
。

第５０普通科連隊

輸
送
隊
小
隊
検
閲

第１４後方支援隊

ＰＦＩ船を用いた機動

中部方面特科隊

敵情を監視する機関銃手

今
年
度
は
、
特
科
隊
各
中
隊

に
加
え
、
隊
本
部
幕
僚
、
第
３

０
１
特
科
直
接
支
援
隊
及
び
高

射
直
接
支
援
小
隊
の
混
成
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
計
５
チ
ー
ム
で

競
技
し
た
。
選
手
は
く
じ
引
き

及
び
中
隊
長
指
定
選
手
に
よ
り

各
チ
ー
ム
21
名
が
選
出
さ
れ
、

20
年
ぶ
り
に
木
銃
を
握
る
隊
員

や
、
50
歳
を
越
え
る
選
手
も
参

加
し
た
。

第 1 0 次 連隊野営

有線構成

本
訓
練
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
船
「
は

く
お
う
」
を
用
い
た
海
上
機
動

訓
練
と
連
接
し
て
実
施
さ
れ
、

隊
は
当
初
、
坂
出
港
（
香
川

県
）
か
ら
乗
船
し
瀬
戸
内
海
を

わ
た
り
姫
路
港
へ
機
動
、
じ

後
、
陸
路
で
あ
い
ば
野
演
習
場

ま
で
機
動
し
た
。

あ
い
ば
野
演
習
場
へ
展
開
し

て
か
ら
は
、
雨
と
時
折
降
り
注

ぐ
み
ぞ
れ
に
よ
っ
て
泥
濘
化
し

た
地
形
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
輸
送
隊
長
要
望
事
項
で
あ

る
「
輸
送
必
着
」
「
安
全
管

理
」
を
具
現
す
べ
く
、
不
撓
不

屈
の
気
概
の
下
、
展
開
地
の
警

戒
及
び
輸
送
行
動
等
を
実
施
し

た
。特

に
輸
送
行
動
に
当
た
っ
て

４ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６６号 令和３年（2021年）２・３月四 国

有線の縛着を行う隊員

架 設指揮所内での電報送受

中
部
方
面
特
科
隊
第
３
中
隊

陸
士
長

千
守

崇
之

隊

銃

剣

道

競

技

会
激闘する千守士長（写真：左）

隊
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会

個
人
戦

３
年
連
続
第
３
位

第
50
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会

青
年
第
２
部

優
勝

●
優
勝
し
て
現
在
の
心
境

中
隊
長
指
定
選
手
と
し
て
常
勝
３
中
隊
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
ま
し
た
が
、
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

基
本
を
大
切
に
、
慢
心
す
る
こ
と
無
く
練
習
し
、
突
き
損
じ
を

無
く
す
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標

陸
曹
候
補
生
２
次
試
験
合
格
に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
り
、
銃
剣

道
訓
練
隊
と
中
隊
で
の
勤
務
を
両
立
さ
せ
、
部
隊
に
貢
献
で
き
る

陸
曹
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
た
、
青
少
年
銃
剣
道
大
会
２

連
覇
を
目
指
し
て
練
成
し
て
い
ま
す
。

主
な
戦
歴

中
部
方
面
特
科
隊

（
隊
長

服
部
真
之
介

1
等
陸
佐
）
は
、
２
月

21
日
各
中
隊
の
近
接
戦

闘
能
力
の
底
上
げ
を
図

る
と
と
も
に
、
中
隊
の

団
結
・
士
気
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
、
令
和
２

年
度
隊
銃
剣
道
競
技
会

を
実
施
し
た
。

中
隊
と
個
人
の
名
誉
を
か

け
、
選
手
と
応
援
す
る
隊
員
が

一
丸
と
な
り
、
白
熱
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
所
望
の
目

的
を
達
成
し
た
。

競
技
の
結
果
、
第
３
中
隊
が

優
勝
に
輝
き
、
大
会
６
連
覇
の

栄
冠
を
手
に
し
た
。

第
14
後
方
支
援
隊
輸

送
隊
（
隊
長

城
本
光

俊
３
等
陸
佐
）
は
、
３

月
２
日
か
ら
６
日
ま
で

の
間
、
あ
い
ば
野
演
習

場
（
滋
賀
県
）
に
お
い

て
輸
送
隊
小
隊
検
閲
を

実
施
し
た
。

は
、
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
を
受
け
た

も
の
の
、
機
関
銃
手
の
迅
速
的

確
な
射
撃
に
よ
る
敵
の
拘
束
及

び
車
両
の
後
退
行
動
と
の
連
携

に
よ
り
、
速
や
か
に
伏
撃
点
を

離
脱
し
、
輸
送
任
務
を
完
遂
し

上
級
部
隊
の
作
戦
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
２
夜
３
日
の
検
閲
で

は
、
各
隊
員
は
自
身
の
限
界
に

挑
戦
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
協

同
一
致
し
て
最
後
ま
で
任
務
に

臨
ん
だ
。

一
方
で
次
々
と
困
難
な
状
況

が
生
起
す
る
中
、
疲
労
や
睡
眠

不
足
か
ら
く
る
基
本
基
礎
に
係

る
改
善
点
も
収
集
す
る
こ
と
が

で
き
た
た
め
、
今
後
は
心
手
期

せ
ず
し
て
戦
え
る
部
隊
を
目
指

し
、
旅
団
唯
一
の
輸
送
専
門
部

隊
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
遂

行
で
き
る
部
隊
を
目
標
に
練
磨

し
て
い
き
た
い
。



隊
長

今
村
２
佐
は
、
第
14

旅
団
長
か
ら
着
任
の
紹
介
を
受

け
た
後
、
参
列
部
隊
指
揮
官

佐
伯
１
尉
以
下
60
名
を
前
に
訓

示
訓
示
を
行
い
、
統
率
方
針

「
任
務
完
遂
」
要
望
事
項
「
今

に
即
応
し
、
明
日
に
備
え
よ
」

を
掲
げ
た
。

、

第 １ ４ 施 設 隊

第１４飛行隊

第
14
飛
行
隊
（
隊
長

髙
橋

慎
一
郎
２
等
陸
佐
）
は
、
２
月

12
日
か
ら
13
日
の
間
、
北
徳
島

分
屯
地
及
び
高
知
市
内
等
に
お

い
て
令
和
２
年
度
日
米
共
同
統

合
防
災
訓
練
（
02
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）

に
参
加
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定

し
、
第
14
飛
行
隊
所
属
の
Ｕ
Ｈ

―

１
Ｊ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
在
日

米
陸
軍
航
空
大
隊
所
属
の
Ｕ
Ｈ

―

60
Ｌ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
共
同

編
隊
飛
行
に
よ
る
被
災
地
域
へ

の
推
進
、
そ
れ
に
続
く
高
知
市

内
に
お
け
る
被
災
者
の
救
助
訓

練
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
米

陸
軍
は
洋
上
に
て
待
機
す
る
海

上
自
衛
隊
輸
送
艦
「
し
も
き

た
」
へ
の
患
者
搬
送
及
び
艦
上

給
油
を
実
施
し
、
全
機
が
無
事

帰
投
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
隊
員

は
、
「
米
陸
軍
と
共
同
訓
練
を

実
施
で
き
る
機
会
を
得
る
こ
と

をり
、

第
14
施
設
隊
（
隊
長

澤
水
隆
一
２
等
陸
佐
）

は
、
２
月
２
日
か
ら
７

日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば

野
演
習
場
（
滋
賀
県
）

に
お
い
て
、
爆
破
薬
の

取
り
扱
い
要
領
の
修
得

及
び
各
施
設
技
術
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
、

令
和
２
年
度
第
７
次
隊

野
営
（
爆
破
）
を
実
施

し
た
。

５ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６６号 令和３年（2021年）２・３月四 国

日米共同での救出救助訓練（高知県へ向け離陸）

日米隊員との調整会議

第

７
次

隊

野

営

（
実

爆

）破壊筒による障害処理 指向性散弾による障害構成

装薬回路の構成（基礎爆破） 爆破薬の現物を用いた取り扱い教育

今
村
隊
長

着
任

令
和
２
年
度
最
後
と
な
る
本

野
営
で
は
、
爆
破
薬
の
現
物
を

用
い
た
取
り
扱
い
要
領
の
教

育
、
基
礎
爆
破
、
状
況
下
で
の

障
害
構
成
及
び
障
害
処
理
の
実

爆
訓
練
を
効
果
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
し
、
段
階
的
に
練
度
を

向
上
さ
せ
た
。

ま
た
、
爆
破
後
の
景
況
を
確

認
し
、
印
象
教
育
す
る
こ
と

で
、
特
に
若
年
隊
員
の
戦
力
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

記念撮影

が
で
き
た
事
は
大
変
貴
重
で
あ

り
、
四
国
の
防
衛
警
備
、
災
害

派
遣
等
を
担
任
す
る
飛
行
隊
と

し
て
米
陸
軍
と
の
相
互
運
用
性

向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
積
極

的
に
共
同
訓
練
に
参
加
し
た

い
。
」
と
話
し
、
そ
の
姿
に
飽

く
な
き
向
上
心
が
見
え
た
。

偵察隊長による精神教育

初度巡視(勤務隊舎)

初度巡視（倉庫等）

第
14
偵
察
隊
は
、
３
月
15
日
、

第
14
偵
察
隊
長

今
村
正
文
２
等

陸
佐
の
着
任
式
を
第
14
旅
団
長
立

会
の
も
と
実
施
し
た
。

着
任
式
終
了
後
、
幹
部
挨
拶
、

写
真
撮
影
、
状
況
報
告
及
び
初

度
巡
視
を
実
施
し
た
。

翌
日
、
隊
長
に
よ
る
精
神
教

育
が
実
施
さ
れ
、
隊
長
の
統
率

方
針
及
び
要
望
事
項
を
隊
員
に

徹
底
し
た
。

第１４偵察隊



に
対
す
る
識
能
及
び
器
材
操
作

要
領
の
習
熟
度
を
検
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
検
定
受
検
者
は
、

全
員
検
定
に
合
格
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
技
を
付
与
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
初
級
検
定
受
検
者

は
、
無
線
機
の
取
扱
い
、
掩
体

構
築
及
び
歩
哨
等
の
行
動
を
合

わ
歩
哨

第

14

高

射

特
科

隊

（
隊
長

冨
高
英
和
２

等
陸
佐
）
は
２
月
24
日

か
ら
26
日
ま
で
の
間
、

松
山
駐
屯
地
及
び
小
野

演
習
場
に
お
い
て
令
和

２
年
度
初
級
・
上
級
特

技
検
定
を
実
施
し
た
。

演
各
検
定
は
、
各
器
材

に
材

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西
山
仁
基

２
等
陸
佐
）
は
、
通
信
機
材
の
シ
ス

テ
ム
化
に
伴
い
特
技
転
換
集
合
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
シ
ス
テ
ム
通
信
科
へ

の
円
滑
な
移
行
に
資
す
る
た
め
、
平

成
31
年
度
当
初
か
ら
通
信
科
で
行
わ

れ
て
い
る
事
業
の
最
終
段
階
で
あ

る
。
現
特
技
か
ら
新
た
に
必
要
な
特

技

技
教
育
を
受
け
た
各
隊
員
は
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
の
成
果
を
発

揮
す
る
べ
く
検
定
に
臨
ん
だ
。

１
月
15
日
に
は
、
特
技
転
換

学
科
競
技
会
を
実
施
し
、
新
た

な
特
技
体
系
に
基
づ
く
通
信
特

技
の
理
解
の
促
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
理
解
度
を
評
価

し
た
。

１
月
25
日
か
ら
28
日
の
間
、

空
中
線
建
柱
及
び
暗
号
電
信
訓

練
。
２
月
４
日
か
ら
５
日
の

間
、
器
材
操
作
及
び
暗
号
電
信

の
実
技
訓
練
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
各
種
器
材
の
操
作
要
領
の

検
定
等
を
実
施
し
た
。

隊
は
、
今
年
度
10
月
に
着
隊

し
た
新
隊
員
も
含
め
、
慣
れ
な

い
モ
ー
ル
ス
信
号
の
送
受
信

や
、
な
じ
み
の
な
い
ア
ン
テ
ナ

建
柱
及
び
個
人
の
主
特
技
以
外

の
器
材
操
作
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
他
部
隊
へ
の
特
技
転

換
支
援
も
実
施
し
て
い
る
。

新
た
な
特
技
職
等
へ
の
円
滑

な
変
更
に
資
す
る
た
め
更
な
る

練
成
に
励
む
。

学科試験

特

技

転

換

集

合

訓

練

第 １ ４ 通 信 隊

第１４高射特科隊

第１４特殊武器防護隊
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空中戦の建柱訓練 通信線の縛着訓練

初
級
・
上
級
特
技
検
定

誘導弾の運搬

１１短ＳＡＭの点検

初級検定受検者による
小銃用掩体の構築

歩哨警戒中に不審者を発見し
拘束する隊員

第
14
特
殊
武
器
防
護

隊
（
隊
長

新
美
賢
一

３
等
陸
佐
）
は
、
３
月

２
日
か
ら
４
日
ま
で
の

間
、
善
通
寺
駐
屯
地
に

お
い
て
令
和
２
年
度
旅

団
化
学
集
合
訓
練
（
練

成
）
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団
隷

下
部
隊
化
学
特
技
保
有

者
に
対
し
、
対
特
殊
武

器
戦
の
概
要
、
器
材
教

育
及
び
除
染
作
業
隊
の

行
動
育

除染装置操作練成 汚染地域の偵察

装備品除染

ＮＢＣ報告・通報教育

人員除染

旅
団
化
学
集
合
訓
練
（
練
成
）

わ
せ
て
演
練
し
、
野
外
に
お
け

る
部
隊
行
動
の
基
礎
を
確
立
し

た
。

話
し
、
そ
の
姿
に
飽
く
な
き
向

上
心
が
見
え
た
。

行
動
に
つ
い
て
部
隊
化
学
特
技

者
の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

参
加
者
は
、
「
除
染
作
業
隊

の
行
動
を
再
認
識
で
き
た
」
と

な
ど
、
練
成
訓
練
の
目
的
を
達

成
し
た
。

検定開始報告



今
年
度
を
振
り
返
る
と
、
射

撃
に
多
く
携
わ
る
こ
と
が
で
き

た
年
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
、

計
４
回
実
施
さ
れ
た
旅
団
射
撃

集
合
訓
練
は
、
技
術
よ
り
も
射

撃
や
戦
闘
に
対
す
る
考
え
方
を

学
べ
る
と
て
も
い
い
機
会
で
し

た
。

今回は「君が代」について話したいと思う。
「君が代」を苦手とする隊員も多いと思うが、以下に示す２点の事に注意
し吹奏すると、演奏が安定するだろう。

１点目は、２分音符が何度か出てくるが、この２分音符が音価（ある音
に与えられた楽譜上の時間の長さのこと）通り伸ばせていない事がよくあ
る。
２点目は、３小節目と７小節目の３・４拍目の８分音符が、規定のテン

ポより速く吹奏しているように聴こえる時が多々ある。原因として考えら
れるは、「楽譜をいい加減に読んでいる」もしくは、「自分の中のテンポ
がない」の２点が考えられる。
練習方法としては、メトロノームを♩＝６９に設定し、楽譜に書かれて

いる通り吹奏する練習する。そしてここからが重要だ。８分音符のガイド
を鳴らして練習して欲しい。どういう意味かと言うと、鳴らしているテン
ポの倍のテンポ（例：♩＝６９→♩＝１３２）で練習する。ここで鳴ってい
るのが８分音符だ。この練習をすることで自分の中で細かいテンポ感が確
立され、より安定した演奏となるだろう。しかしながらこのテンポに囚わ
れる事なく、遅いテンポから徐々にあげていく等の練習も実践して欲し
い。長い音を伸ばしている時も、
常に細かいテンポを頭で意識する
ことが、より正確な演奏へとつな
がる。
次に音楽隊の近況について紹介する。

第１４旅団司令部付隊

旅
団
災
害
対
処
演
習

第１４音楽隊

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
（
付

隊
長

土
井
明
３
等
陸
佐
）

は
、
２
月
10
日
か
ら
13
日
の

間
、
高
知
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
令
和
２
年
度
旅
団
災
害
対
処

演
習
に
参
加
し
た
。

同
演
習
は
、
司
令
部
を
２
派

に
区
分
し
、
第
１
派
が
10
日
に

前
進
し
て
旅
団
指
揮
所
を
概
成

し
た
。
私
は
、
10
日
に
第
２
派

で
高
知
駐
屯
地
へ
前
進
し
、
師

団
等
指
揮
シ
ス
テ
ム
・
業
務
シ

ス
テ
ム
等
を
設
置
し
、
旅
団
長

の
点
検
を
受
け
旅
団
指
揮
所
の

開
設
を
完
了
し
た
。

12
日
朝
よ
り
、
発
災
の
状
況

が
付
与
さ
れ
一
連
の
幕
僚
活
動

を
開
始
し
た
。

監
察
は
、
旅
団
指
揮
所
（
高

知
駐
屯
地
）
と
後
方
指
揮
所

（
善
通
寺
駐
屯
地
）
で
分
か
れ

て
い
た
が
、
旅
団
指
揮
所
と
後

方
指
揮
所
を
基
地
回
線
及
び
業

務
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
監
察
の
準
備
等
十
分
な
や

り
取
り
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
ま
た
、
会
計
・
医
務
の

幕
僚
の
補
佐
と
し
て
、
梶
尾
公

明
陸
曹
長
（
会
計
）
、
德
田
知

史
２
等
陸
曹
（
医
務
）
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
状
況
に
対
す

る
各
幕
僚
の
補
佐
業
務
を
実
施

し
、
所
望
の
成
果
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
。
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監察業務を行う中矢曹長
電話対応を行いつつ

医務業務を行う德田２曹
会計陸曹不在間の業務支援で
会計業務を行う梶尾曹長

第１４旅団司令部付隊
陸曹長 中矢 幸男

選抜試験合格を勝ち取れ

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
第
６
勤
務

班
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
中
矢
曹
長

で
す
。

私
が
勤
務
す
る
第
６
勤
務
班
は
、

監
察
・
法
務
・
会
計
・
医
務
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
第
６
勤
務
班
の
旅
団
災

害
対
処
演
習
で
の
勤
務
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

た
。
旅
団
内
か
ら
集
ま
っ
た
各

職
種
の
隊
員
と
、
戦
闘
射
撃
に

必
要
な
能
力
・
技
術
・
訓
練
等

を
議
論
し
、
そ
れ
を
体
現
で
き

た
と
き
は
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
達
成
感
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
10
月
、
部
隊
で
行
わ

れ
た

第１４偵察隊
３等陸曹 大里 渉

「 射 撃 の 年 」

部
隊
紹
介

２月２８日（土）レクザムホール大ホール（香川県県民ホール）にて
「令和２年度 第１４旅団定期演奏会」を実施した。音楽隊としての部外
での演奏は約１年ぶりであった。新型コロナウイルス感染症拡大において
予断を許さない状況を踏まえ、収容率を約半分に制限する等の万全な対策
のもと開催された。そんな中でも、足を運んで下さった方の前で演奏出来
た事は、とても幸せな時間であったとともに、更に演奏技術を磨き、新型
コロナウイルスが終息した時より多くの方々に音楽を届けたい。

れ
た
89
式
５
・
56
㎜
小
銃
基

本
射
撃
検
定
で
は
、
今
ま
で
は

準
特
級
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
特
級

と
い
う
結
果
を
出
し
、
さ
ら
に

２
月
に
行
わ
れ
た
旅
団
射
撃
競

技
会
で
は
、
89
式
５
・
56
㎜

小
銃
基
本
射
撃
上
級
（
幹
部
・

陸
曹
の
部
）
に
お
い
て
第
２
位

と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
個
人
と
し
て
良

い
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
第
14
偵
察

隊
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

出
せ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
来

年
度
は
、
こ
の
成
果
を
部
隊
に

還
元
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る
練

度
向
上
と
責
任
感
を
も
っ
て
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

旅団射撃集合訓練で戦闘射撃を行う大里３曹



任
し
、
今
ま
で
別
々
に
暮
ら
し

て
い
た
所
か
ら
よ
う
や
く
結
婚

２
年
目
で
同
居
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
異
動
が
で
き
た
こ
と

に
以
前
の
職
場
へ
の
感
謝
の
念

が
絶
え
ま
せ
ん
。

新
た
に
生
活
を
始
め
る
た
め

の
準
備
は
大
変
で
す
が
、
楽
し

く

２
０
２
１
年
春
、
コ
ロ
ナ
禍

で
制
限
の
あ
る
中
、
妻
の
勤
務

地
で
あ
る
善
通
寺
へ
と
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。

結
婚
し
た
の
は
コ
ロ
ナ
が
始

ま
る
直
前
の
11
月
の
こ
と
で
、

イ
タ
リ
ア
に
新
婚
旅
行
に
行
け

た
の
は
運
が
よ
か
っ
た
と
今
で

は
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
結
婚

し
て
か
ら
は
お
互
い
の
職
場
の

関
係
上
、
別
々
に
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
３
月

に
異
動
が
叶
い
善
通
寺
へ
と
赴

任
結
婚
当
初
、
私
は
自
衛
官
の

妻
と
し
て
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
す
る
こ
と
に
不
安
も
緊

張
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
上
司

の
方
々
や
先
輩
夫
婦
の
皆
さ
ん

が
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
だ

さ
り
、
子
供
同
士
で
遊
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
個
人
的
に

遊
び
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
り

と

第
14
旅
団
司
令
部
第
３
部
長

（
教
育
訓
練
研
究
本
部
付
）

１
等
陸
佐

佐
々
木
久
史

第
14
偵
察
隊
長

（
西
部
方
面
総
監
部
総
務
部
）

２
等
陸
佐

今
村

正
文

第
14
旅
団
司
令
部
第
４
部
長

（
輸
送
学
校
）

２
等
陸
佐

岡
田

貴
司

第
14
旅
団
司
令
部
医
務
官

（
善
通
寺
駐
屯
地
業
務
隊
）

２
等
陸
佐

三
沢

和
央

第
14
旅
団
司
令
部
総
務
課
長

（
富
士
学
校
）

３
等
陸
佐

堀

正
幸

第
14
音
楽
隊
長

（
中
央
音
楽
隊
）

２
等
陸
尉

中
福
島
昭
洋

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

第１４偵察隊
３等陸曹 三野 勇人

妻 祥 さん

「 出 会 い に 感 謝 」

と
、
も
と
も
と
人
見
知
り
な
私

に
と
っ
て
は
自
分
の
居
場
所
を

作
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感

謝
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
夫
の

職
場
で
の
話
や
ど
う
い
う
環
境

で
仕
事
を
し
て
い
る
か
な
ど
も

少
し
で
す
が
知
る
こ
と
も
で

き
、
と
て
も
い
い
機
会
だ
と
思

い
な
が
ら
毎
回
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
仲
良
く
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
と
転
属
等
で

会
え
な
く
な
っ
た
り
と
寂
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
連
絡
を

い
た
だ
け
た
り
遊
び
に
い
か
せ

て
い
た
だ
け
た
り
と
長
く
お
付

き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
出
会
い

も
あ
り
自
衛
官
の
妻
に
な
り
、

い
い
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
る

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
自
衛
官
の
妻
と
し
て

し
っ
か
り
務
め
ら
れ
て
い
る
か
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■
第
６
位
（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

第
67
回
四
国
卓
球
選
手
権
大
会

第
15
即
応
機
動
連
隊

本
部
管
理
中
隊

１
等
陸
士

吉
田

智
司

令
和
３
年
３
月
15
日
付

部
内
・
外
表
彰

転

入

転

出

人

事

往

来

■
自
衛
隊
体
育
学
校
第
１
教
育
課
長
賞

優
秀

一
般
体
育
課
程
第
11
期
「
曹
体
育
専
修
」

第
50
普
通
科
連
隊

重
迫
撃
砲
中
隊

２
等
陸
曹

隅
田

大
生

■
第
14
通
信
隊
長
賞

最
優
秀

令
和
２
年
度
陸
士
特
技
課
程

「
部
隊
暗
号
」
及
び
「
部
隊
無
線
電
信
」

第
14
施
設
隊

渡
河
器
材
小
隊

１
等
陸
士

樫
原

雅
典

第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令

（
第
14
旅
団
司
令
部
第
３
部
長
）

１
等
陸
佐

荒
関

大
輔

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
募
集
課
長

（
第
14
偵
察
隊
長
）

２
等
陸
佐

塩
田

将
仁

教
育
訓
練
研
究
本
部

（
第
14
旅
団
司
令
部
第
４
部
長
）

２
等
陸
佐

山
下

一
友

自
衛
隊
阪
神
病
院

（
第
14
旅
団
司
令
部
医
務
官
）

２
等
陸
佐

谷
知

正
章

東
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支
援
隊
副
隊
長

（
第
14
旅
団
司
令
部
総
務
課
長
）

３
等
陸
佐

宮
﨑

智
仁

中
央
音
楽
隊

（
第
14
音
楽
隊
長
）

１
等
陸
尉

富
田

淳
子

第１４旅団司令部付隊
３等陸曹 德本 真也

第１４特殊武器防護隊
３等陸曹 妻 友美

「揚々たる前途」

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
不
安
だ

ら
け
だ
っ
た
私
を
連
れ
出
し
て

く
れ
た
夫
を
は
じ
め
、
周
り
の

方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
大

事
に
し
て
夫
を
支
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

く
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
２
人
の

生
活
へ
の
展
望
は
膨
ら
む
ば
か

り
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
家
族
、
同
僚
、
友
人

に
感
謝
し
、
新
た
な
職
場
で
新

規
一
転
頑
張
り
な
が
ら
も
新
婚

２
年
目
を
楽
し
み
た
い
で
す
。


